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世代から世代へ
～想いを込めた団子さし～

た
く
さ
ん
の
楽
し
い
を

　
　
　

み
ん
な
で
つ
く
る

〜
笑
顔
あ
ふ
れ
る
入
園
式
〜
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村の予算はどんなことに使われるの？村の予算はどんなことに使われるの？
～平成２８年度当初予算編成～～平成２８年度当初予算編成～

○
観
光
・
商
工
業
の
発
展
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
ス
ポ
ー
ツ
と
芸
術
・
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
特
色
あ
る
農
林
漁
業
を
展
開
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
健
康
と
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
企
業
誘
致
（
起
業
促
進
）
と
雇
用
を
確
保
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
教
育
の
充
実
と
子
育
て
支
援
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
若
者
が
住
み
た
く
な
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第五次総合振興計画策定事業経費

１,２７０万円
工場等立地促進事業に伴う経費

１,２８9万円
基本基本
方針方針

総務費 5億9,026万円（3,427万円増）
≪地域活性化のために≫
○社会保障税番号制度対応事業 393万円
○住宅用地整備事業 658万円
○空き家対策事業 315万円
○地域おこし協力隊設置事業 718万円

民生費 4億 2,761万円（3,105万円増）
≪社会福祉向上のために≫
○デイサービスセンター運営事業 894万円
○社会福祉協議会運営事業 2,579万円
○乳児及び児童医療費助成事業 1,118万円
○誕生・子育て支援事業 320万円

農林水産業費2億1,236万円（2,066万円減）
《農林漁業の振興のために》
○東京農業大学連携風評被害対策事業 683万円
○園芸施設リース事業 1,400万円
○有害鳥獣対策事業 556万円
○地籍調査事業 1,258万円

衛生費 3億 7,491万円（7,395万円増）
≪疾病予防、環境美化のために≫
○地域環境美化事業交付金 120万円
○裏磐梯診療所設備購入経費 707万円
○ごみ処理経費 4,753万円
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工
事
中

一般会計及び各特別会計一覧 ( 千円 )

会計名 平成28年度
当初予算額

平成27年度
当初予算額 差引増減

一般会計 3,536,703 3,336,177 200,526 
国民健康保険事業費特別会計 452,983 459,418 ▲ 6,435
簡易水道事業費特別会計 168,397 122,980 45,417 
特定環境保全下水道事業特別会計 401,274 444,747 ▲ 43,473
簡易排水施設事業特別会計 3,589 3,484 105 
農業集落排水事業特別会計 143,168 81,590 61,578 
介護保険事業特別会計
保険事業勘定 341,514 327,042 14,472 
介護サービス事業勘定 129 1,416 ▲ 1,287
後期高齢者医療特別会計 25,814 26,516 ▲ 702

計 5,073,571 4,803,370 270,201 

一般会計予算可決一般会計予算可決
 ３５億３，６７０万３千円 ３５億３，６７０万３千円

風評被害対策事業に伴う経費

5,375万円

教育費 2億 5,242万円（1,888万円減）
《学校教育・生涯学習の充実のために》
○特別支援児支援体制整備事業 685万円
○教育環境整備事業 1,066万円
○文化財調査事業 503万円
○きたしおばら交流フェスタ事業 120万円

土木費 4億1,038万円（7,952 万円増）
《安全・安心な生活交通網の確保・整備のために》
○美しい村を目指す道路整備事業 234万円
○除雪対策費 7,290万円
○道路新設改良事業 2億 3221万円

商工費 4億 7,228万円（9,602 万円増）
《商工業の振興のため、観光PRのために》
○商工会補助金  1,450万円
○裏磐梯観光協会補助金 2,405万円
○観光防災Wi-Fi ステーション整備事業 1,930万円
○ふくしまヘルスツーリズム実証モデル事業 300万円

消防費 2億8,774万円（9,703万円減）
《消防及び防災体制強化のために》 
○地域防災関連計画策定事業 546万円
○防災行政無線デジタル化事業 1億 5,893万円
○消防施設整備事業 2,004万円
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【
提
出
議
案
の
概
要
】

【
議
案
第
１
号
】

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
北
塩
原
村
税
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

村
民
税
と
特
別
土
地
保
有
税
の

減
免
申
請
書
に
個
人
番
号
の
記
載

を
要
し
な
い
こ
と
と
す
る
も
の
。

【
議
案
第
２
号
】

北
塩
原
村
温
泉
健
康
増
進
施
設
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
期
間
満
了
に
伴
い
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
も
の
。

　
《
指
定
管
理
者
》

　

・
株
式
会
社
ラ
ビ
ス
パ

　
《
指
定
期
間
》

　

・
平
成
28
年
４
月
１
日
〜

　
　

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

【
議
案
第
３
号
】

い
こ
い
の
森
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
期
間
満
了
に
伴
い
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
も
の
。

　
《
指
定
管
理
者
》

　

・
株
式
会
社
ラ
ビ
ス
パ

　
《
指
定
期
間
》

　

・
平
成
28
年
４
月
１
日
〜

　
　

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

【
議
案
第
４
号
】

北
塩
原
村
ふ
れ
あ
い
広
場
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
期
間
満
了
に
伴
い
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
も
の

　
《
指
定
管
理
者
》

　

・
株
式
会
社
ラ
ビ
ス
パ

　
《
指
定
期
間
》

　

・
平
成
28
年
４
月
１
日
〜

　
　

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

【
議
案
第
５
号
】

北
塩
原
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
　

指
定
期
間
満
了
に
伴
い
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
も
の
。

　
《
指
定
管
理
者
》

　

・
社
会
福
祉
法
人
北
塩
原
村
社

　
　

会
福
祉
協
議
会

　
《
指
定
期
間
》

　

・
平
成
28
年
４
月
１
日
〜

　
　

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

【
議
案
第
６
号
】

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
桧
原
湖
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
期
間
満
了
に
伴
い
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
も
の

　
《
指
定
管
理
者
》

　

・
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
桧
原
湖
管

理
組
合

　
《
指
定
期
間
》

　

・
平
成
28
年
４
月
１
日
〜

　
　

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

【
議
案
第
７
号
】

桧
原
歴
史
館
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

　

指
定
期
間
満
了
に
伴
い
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
も
の

　
《
指
定
管
理
者
》

　

・
桧
原
歴
史
館
運
営
協
議
会

　
《
指
定
期
間
》

　

・
平
成
28
年
４
月
１
日
〜

　
　

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

【
議
案
第
８
号
】

裏
磐
梯
物
産
館
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

指
定
期
間
満
了
に
伴
い
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
も
の

　
《
指
定
管
理
者
》

　

・
株
式
会
社
ラ
ビ
ス
パ

　
《
指
定
期
間
》

　

・
平
成
28
年
４
月
１
日
〜

　
　

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

【
議
案
第
９
号
】

北
塩
原
村
林
産
物
展
示
販
売
施
設

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
期
間
満
了
に
伴
い
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
も
の

　
《
指
定
管
理
者
》

　

・
株
式
会
社
ラ
ビ
ス
パ

　
《
指
定
期
間
》

　

・
平
成
28
年
４
月
１
日
〜

　
　

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

　

３
月
定
例
会
は
３
月
８
日
か
ら
14

日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
に
、
村
長
招
集
あ
い
さ

つ
並
び
に
提
案
理
由
の
説
明
を
行
い
、

そ
の
後
、
一
般
質
問
を
行
い
、
５
名

の
議
員
が
村
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
は
、
条
例
案
件
、
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
案

29
件
、
平
成
28
年
度
各
会
計
予
算
案

８
件
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

第
３
日
目
に
は
常
任
委
員
会
を
開

催
し
、
付
託
さ
れ
た
案
件
、
議
案
等

の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

第
４
日
目
か
ら
第
６
日
目
ま
で
、
休

会
を
し
、
最
終
日
に
各
議
案
に
つ
い

て
の
質
疑
、
討
論
、
採
決
を
行
い
、

37
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
29
日
に
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
一
般
会
計
補
正
予
算
案
２
件

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

３
月
定
例
会
・
臨
時
会

あ
ら
ま
し
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【
議
案
第
10
号
】

北
塩
原
村
農
産
物
直
売
施
設
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
期
間
満
了
に
伴
い
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
も
の

　
《
指
定
管
理
者
》

　

・
株
式
会
社
ラ
ビ
ス
パ

　
《
指
定
期
間
》

　

・
平
成
28
年
４
月
１
日
〜

　
　

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

【
議
案
第
11
号
】

北
塩
原
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

　

現
在
の
北
塩
原
村
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
の
終
期
が
平
成
27
年

度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
平

成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
の
計

画
に
変
更
す
る
も
の
。

【
議
案
第
12
号
】

北
塩
原
村
道
路
線
の
変
更
に
つ
い

て
　

村
道
北
山
・
下
吉
線
の
改
良
工

事
に
伴
い
、
起
点
の
位
置
を
変
更

す
る
も
の
。

【
議
案
第
13
号
】

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
。

【
議
案
第
14
号
】

行
政
不
服
審
査
法
関
係
手
数
料
条

例
　

行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ

る
提
出
書
類
等
・
提
出
資
料
の
写

し
の
交
付
手
数
料
の
納
付
及
び
減

免
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
。

【
議
案
第
15
号
】

　

北
塩
原
村
空
き
家
等
の
適
正
管

理
及
び
活
用
促
進
に
関
す
る
条
例

　

空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
及
び

活
用
促
進
を
図
る
た
め
、
行
政
及

び
所
有
者
等
の
責
務
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
必
要
な
事
項
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災
、
防
犯
、

衛
生
、
景
観
等
の
村
民
の
生
活
環

境
を
保
全
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
の
も

の
。

【
議
案
第
16
号
】

北
塩
原
村
子
育
て
祝
金
条
例

　

子
育
て
家
庭
の
支
援
を
充
実
す

さ
せ
る
た
め
、
幼
稚
園
入
園
時
、

小
学
校
入
学
時
、
中
学
校
入
学
時

に
支
援
金
を
支
給
す
る
も
の
。

【
議
案
第
17
号
】

北
塩
原
村
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
伴

う
文
言
の
改
正
、
公
表
事
項
に
人

事
評
価
及
び
退
職
管
理
を
追
加
す

る
も
の
。

【
議
案
第
18
号
】

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
、
地

方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
議
案
第
19
号
】

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
期
末
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
内
容

を
実
施
す
る
た
め
の
改
正
を
行
う

も
の
。

【
議
案
第
20
号
】

村
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例

　

福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
内
容

を
実
施
す
る
た
め
の
改
正
を
行
う

も
の
。

【
議
案
第
21
号
】

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
状
絵
里

　

福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
内
容

を
実
施
す
る
た
め
の
改
正
を
行
う

も
の
。

【
議
案
第
22
号
】

北
塩
原
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
議
案
第
23
号
】

北
塩
原
村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
係
る
基
準
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
条
項
を
整
理
す
る
も
の
。

【
議
案
第
24
号
】

北
塩
原
村
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

方
法
に
係
る
基
準
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改

正
に
伴
う
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
。

（
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型

通
所
介
護
事
業
者
に
運
営
推
進
会

議
の
設
置
を
義
務
付
け
す
る
内

容
）

【
議
案
第
25
号
】

平
成
27
年
度
北
塩
原
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

○
３
月
補
正
額４

５
，
０
３
７
千
円

・
職
員
人
件
費

３
，
５
１
５
千
円

・
公
共
施
設
等
維
持
補
修
基
金
積

立
金

１
５
０
，
０
０
０
千
円

・
中
間
サ
ー
バ
ー
プ
ラ
ッ
ト　

フ
ォ
ー
ム
負
担
金３

，
７
７
５
千
円



6
北塩原議会だより
No.168
平成 28 年 4月発行

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
委
託

５
１
９
千
円

・
認
可
保
育
所
運
営
負
担
金

１
，
０
４
２
千
円

・
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
交
付
金

１
４
，
８
７
６
千
円

【
議
案
第
26
号
】

平
成
27
年
度
北
塩
原
村
国
民
健
康

保
険
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

○
３
月
補
正
額

７
，
８
９
６
千
円

・
保
険
給
付
費

３
，
６
６
８
千
円

【
議
案
第
27
号
】

平
成
27
年
度
北
塩
原
村
簡
易
水
道

事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

○
３
月
補
正
額

９
１
千
円

・
職
員
給
与
費
等
繰
入
金９

１
千
円

【
議
案
第
28
号
】

平
成
27
年
度
北
塩
原
村
特
定
環
境

保
全
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

○
３
月
補
正
額

９
０
千
円

・
職
員
給
与
費
等
繰
入
金９

０
千
円

【
議
案
第
29
号
】

平
成
27
年
度
北
塩
原
村
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

○
３
月
補
正
額

１
４
２
千
円

・
職
員
給
与
費
等
繰
入
金１２

７
千
円

【
議
案
第
30
号
】

平
成
28
年
度
北
塩
原
村
一
般
会
計

予
算

【
議
案
第
31
号
】

平
成
28
年
度
北
塩
原
村
国
民
健
康

保
険
事
業
費
特
別
会
計
予
算

【
議
案
第
32
号
】

平
成
28
年
度
北
塩
原
村
簡
易
水
道

事
業
費
特
別
会
計
予
算

【
議
案
第
33
号
】

平
成
28
年
度
北
塩
原
村
特
定
環
境

保
全
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

【
議
案
第
34
号
】

平
成
28
年
度
北
塩
原
村
簡
易
排
水

施
設
事
業
特
別
会
計
予
算

【
議
案
第
35
号
】

平
成
28
年
度
北
塩
原
村
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

【
議
案
第
36
号
】

平
成
28
年
度
北
塩
原
村
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算

【
議
案
第
37
号
】

平
成
28
年
度
北
塩
原
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

※
議
案
第
30
号
か
ら
議
案
第
37
号

ま
で
の
各
会
計
の
平
成
28
年
度
当

初
予
算
に
つ
い
て
は
、２
ペ
ー
ジ
、

３
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

【
報
告
第
１
号
】

第
23
期
株
式
会
社
ラ
ビ
ス
パ
事
業

報
告
及
び
決
算
書
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
村
が
出

資
す
る
株
式
会
社
ラ
ビ
ス
パ
の
経

営
状
況
を
報
告
す
る
も
の
。

《
審
議
結
果
の
状
況
》

【
議
案
第
２
号
】

北
塩
原
村
温
泉
健
康
増
進
施
設
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
討
論

さ
れ
ま
し
た

○
内
容

指
定
期
間
満
了
に
伴
い
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
も
の
。

　
《
指
定
管
理
者
》

　

・
株
式
会
社
ラ
ビ
ス
パ

　
《
指
定
期
間
》

　

・
平
成
28
年
４
月
１
日
〜

　
　

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

【
議
案
第
38
号
】

平
成
27
年
度
北
塩
原
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

○
３
月
補
正
額１

３
，
３
４
０
千
円

・
会
津
デ
ジ
タ
ル
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
協

議
会
負
担
金

１
３
，
３
４
０
千
円

賛
成
討
論

小
椋　

眞
議
員

　

議
案
第
２
号
に
つ
い
て
は
、
全

員
協
議
会
の
場
で
も
既
に
協
議
さ

れ
て
い
た
内
容
で
あ
り
、
指
定
管

理
料
の
増
額
の
件
に
つ
い
て
も
昨

年
度
よ
り
協
議
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
指
定
管
理
の
相
手
先
は
、
地

域
振
興
や
地
域
住
民
の
交
流
と
し
て

も
貢
献
し
て
い
る
思
う
た
め
、
こ
の

議
案
に
つ
い
て
は
賛
成
す
る
も
の
。

【
議
案
第
39
号
】

平
成
28
年
度
北
塩
原
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
３
月
補
正
額

６
９
０
千
円

・
子
育
て
祝
金

６
９
０
千
円

３
月
臨
時
会　

提
出
議
案
の
概
要

反
対
討
論

小
椋　

元
議
員

　

議
案
第
２
号
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
料
が
昨
年
度
よ
り
、

４
０
０
万
円
も
多
く
計
上
さ
れ
て

い
る
。

　

予
算
の
審
議
も
さ
れ
ず
、
か
つ

指
定
管
理
先
の
状
況
も
よ
く
分
析

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
議
案

に
つ
い
て
は
反
対
と
す
る
も
の
。

用
語
解
説

デ
ジ
タ
ル
Ｄ
Ｍ
Ｏ

デ
ジ
タ
ル
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、
外
国
人
観
光
客
向
け
に
会
津
地
方
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト



7
北塩原議会だより
No.168
平成 28 年 4月発行

議案番号
遠
藤　

和
夫

若
林　

幸
子

五
十
嵐
善
清

五
十
嵐
正
典

遠
藤　

祐
一

五
十
嵐
力
雄

小
椋　
　

元

小
椋　
　

眞

蟹
巻　

尚
武

大
竹　

良
幸

議決結果
（賛成：反対）

議案第 1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 2号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ― 可決（８：1）
議案第 3号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ― 可決（８：1）
議案第 4号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ― 可決（８：1）
議案第 5号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 6号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 7号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 8号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ― 可決（８：1）
議案第 9号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ― 可決（８：1）
議案第 10 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ― 可決（８：1）
議案第 11 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 12 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 13 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 14 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 15 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 16 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 17 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 18 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 19 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 20 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 21 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 22 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 23 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 24 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 25 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 26 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 27 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 28 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 29 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 30 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 31 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 32 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 33 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 34 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 35 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 36 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 37 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）

議案番号
遠
藤　

和
夫

若
林　

幸
子

五
十
嵐
善
清

五
十
嵐
正
典

遠
藤　

祐
一

五
十
嵐
力
雄

小
椋　
　

元

小
椋　
　

眞

蟹
巻　

尚
武

大
竹　

良
幸

議決結果
（賛成：反対）

議案第 38 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）
議案第 39 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（９：0）

３
月
定
例
会
議
案
結
果
一
覧

平成28年第1回北塩原村議会定例会

平成28年第2回北塩原村議会臨時会

※
一
覧
表
で
は
、賛
成
の
場
合
○
を
、反
対
の
場
合
は
×
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
議
長
は
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
。

※
各
議
案
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ
か
ら
６
ペ
ー
ジ
を
参
照
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５
人
の
議
員
が
一
般
質
問

ズバリ ! !

議
員
が
村
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
、
事
務
の
執
行
状
況
や

将
来
の
方
針
等
に
つ
い
て
の
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
で
、

報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？
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答
（
総
務
企
画
課
長
）

ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
の
指
定
管
理

者
に
基
づ
く
実
績
報
告
書
に
な
り

ま
す
が
、
こ
こ
３
年
間
遡
っ
て
報

告
す
る
と
、
平
成
24
年
度
は
収
入

が
９
，
１
３
０
万
２
千
円
、
支
出
が
、

１
億
１
，
９
５
６
万
円
。

平
成
25
年
度
は
収
入
が

８
，
５
５
５
万
２
千
円
、
支
出
が

１
億
２
，
５
５
６
万
４
千
円
。

平
成
26
年
度
は
、
先
ほ
ど
説
明

し
た
通
り
で
す
。

ま
た
、
入
館
者
に
お
い
て
は
、

平
成
24
年
度
が
６
万
３
５
８
人
。

平
成
25
年
度
が
４
万
９
，

６
１
９
人
。
26
年
度
は
５
万
２
，

７
４
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
増
進
施
設
「
ラ
ビ
ス

パ
裏
磐
梯
」
に
つ
い
て

〜
現
状
に
つ
い
て
追
及
〜

問（
１
）
経
営
状
況
を
伺
う
。

（
２
）
入
込
状
況
を
伺
う
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
の
平
成

26
年
度
の
指
定
管
理
委
託
の

実
績
に
よ
る
と
、
収
入
額
が

１
億
６
４
４
万
７
千
円
、
支
出
金

額
は
１
億
１
，
７
７
５
万
円
で
す
。

　

入
館
者
は
、
平
成
26
年
４
月

か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
、

５
万
２
，
７
４
０
人
で
し
た
。

問健
康
増
進
施
設
ラ
ビ
ス
パ
裏

磐
梯
の
施
設
に
つ
い
て
、
こ

こ
何
年
か
の
経
営
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。小

椋 

元

問ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
の
、
こ
こ

３
年
間
の
経
営
状
況
は
、
支
出

額
が
多
く
赤
字
の
よ
う
に
思
え

る
が
、
村
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

同
施
設
は
、
村
民
の
健
康
づ
く

り
・
健
康
増
進
を
目
的
に
設
置
さ

れ
、
さ
ら
に
は
、
同
施
設
の
職
員
、

半
数
以
上
が
村
民
の
方
と
な
っ
て

い
ま
す
。

施
設
の
収
支
状
況
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
要
件
も
総
合
的
に
判
断

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

遊
歩
道
の
管
理
に
つ
い
て

〜
村
の
方
針
を
問
う
〜

問今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

伺
う
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

　

村
の
探
勝
路
は
19
コ
ー
ス
、
総

延
長
約
80
キ
ロ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
に
安
全
で
快
適
な
施
設

で
あ
る
よ
う
点
検
、
維
持
管
理
を

行
う
こ
と
を
基
本
と
し
、
新
た
な

コ
ー
ス
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問19
コ
ー
ス
の
遊
歩
道
の
う
ち
、

夏
に
使
用
で
き
な
い
コ
ー
ス
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

　

吾
妻
川
の
探
勝
路
の
１
ヶ
所
で
、

通
行
止
め
の
看
板
を
設
置
し
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。

　

探
勝
路
の
維
持
管
理
、
点
検
に

つ
い
て
は
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
月

３
回
か
ら
４
回
、
少
な
く
て
も
月

１
回
以
上
は
点
検
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
❶

▲【写真】ラビスパ裏磐梯外観

▲【写真】吾妻川探勝路
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年
２
月
に
大
筋
の
案
が
ま
と
ま
り
、

細
か
い
修
正
を
経
て
、
今
年
度
中

に
作
成
さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
ま

し
た
。

計
画
が
作
成
さ
れ
た
あ
と
、
現

在
の
磐
梯
山
火
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
、
県
や
関
係
市
町
村
と
共
同

で
改
定
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
観
光
各
地
な
ど
へ
の
周

知
の
取
り
組
み
で
は
、
登
山
客
に

つ
い
て
は
、
猪
苗
代
町
、
磐
梯
町

遠
藤 

祐
一

磐
梯
山
砂
防
計
画
策
定
に

伴
う
当
村
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
更
新
に
つ
い
て

〜
村
の
対
策
を
確
認
〜

問（
１
）
作
成
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

（
２
）
平
成
25
年
度
発
行
さ
れ

た
防
災
マ
ッ
プ
と
の
関
連

性
を
ど
の
様
に
考
え
て
い

る
の
か
。

（
３
）
当
村
は
観
光
客
も
当
然
、

対
象
と
な
る
た
め
そ
の
事

を
認
知
し
て
も
ら
う
取

り
組
み
も
重
要
不
可
欠

と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
（
住
民
課
長
）

当
村
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
更
新

に
つ
い
て
、
磐
梯
山
火
山
噴
火
緊

急
減
災
対
策
砂
防
計
画
が
平
成
28

と
共
同
で
、
火
山
対
策
警
報
装
置
、

サ
イ
レ
ン
を
設
置
し
て
お
り
、
危

険
を
周
知
す
る
体
制
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一
般
の
観
光
客
の
方
々
へ
は
、

各
宿
泊
施
設
な
ど
へ
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
配
布
し
、
啓
発
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
防
災
行
政
無
線
、
携
帯
電
話

の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
な
ど
を
利
用
し
、

情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。 

問当
村
は
、
村
民
だ
け
で
な
く
観

光
客
も
お
り
、
そ
の
人
数
は
春
夏

秋
冬
を
通
し
て
異
な
る
。
こ
う
し

た
シ
ー
ズ
ン
ご
と
に
、
対
応
の
仕

方
も
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

最
悪
の
場
合
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
作
っ
た
シ
ェ
ル
タ
ー
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
。

ま
た
、
何
日
間
か
の
食
糧
の

備
蓄
も
必
要
に
な
る
。
当
村
で
は
、

そ
う
い
っ
た
準
備
や
体
制
の
整
備

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
住
民
課
長
）

　

平
成
13
年
以
降
、
磐
梯
山
の
火

山
性
地
震
が
一
気
に
増
加
し
、
そ
の

後
、
猪
苗
代
町
、
磐
梯
町
と
一
緒
に
、

磐
梯
山
火
山
防
災
連
絡
会
を
立
ち

上
げ
、
毎
年
、
３
町
村
の
首
長
に

よ
る
電
話
会
談
、
県
も
加
わ
っ
た
防

災
訓
練
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
３
町
村
以
外
で
も
県
や

喜
多
方
市
、
会
津
若
松
市
、
湯
川
村
、

そ
の
他
、
気
象
台
や
大
学
等
と
い
っ

た
機
関
と
も
意
見
を
聞
き
な
が
ら

対
策
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

火
山
防
災
に
限
ら
ず
、
マ
ス
ク
や

毛
布
と
い
っ
た
備
蓄
品
や
食
糧
品
の

準
備
は
進
め
て
い
ま
す
。

シ
ェ
ル
タ
ー
に
お
い
て
は
、
当
村
だ

け
で
準
備
す
る
の
は
困
難
な
た
め
、

関
係
機
関
と
の
調
整
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

用
語
解
説

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は
、
自
然

災
害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
や
防

災
対
策
に
使
用
す
る
目
的
で
避

難
場
所
や
経
路
と
い
っ
た
、
防

災
関
連
施
設
等
の
位
置
を
地
図

上
で
示
し
た
も
の
を
言
い
ま
す
。

　

当
村
で
は
、
平
成
25
年
３
月

に
北
塩
原
村
防
災
マ
ッ
プ
が
作

ら
れ
て
い
ま
す
。

村
長
の
任
期
満
了
に
伴
い

今
後
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

〜
小
椋
村
政
に
つ
い
て
問
う
〜

問９
月
任
期
満
了
に
伴
い
再
出

馬
の
決
意
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
村
長
）

今
後
も
誠
心
誠
意
、
残
さ
れ
た

任
期
中
、
全
精
力
を
傾
け
て
、
多

く
の
先
輩
方
、
先
人
た
ち
が
築
き

あ
げ
た
歴
史
、
文
化
と
伝
統
の
あ

る
村
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

３
期
目
の
村
政
運
営
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
の
ご
支
援
を
い
た
だ

い
た
方
々
、
さ
ら
に
、
後
援
会
の

方
々
の
意
見
や
ご
教
示
を
聞
き
な

が
ら
、
時
期
を
み
て
判
断
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲【写真】平成25年３月発行　北塩原村防災マップ

一
般
質
問
❷



11
北塩原議会だより
No.168
平成 28 年 4月発行

一
般
質
問
❸

答
（
住
民
課
長
）

要
介
護
状
態
に
な
ら
ぬ
よ
う
、

空
き
時
間
に
で
き
る
運
動
等
の
指

導
を
地
域
に
出
向
い
て
行
っ
た
り
、

ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
の
プ
ー
ル
を
利

用
し
た
ス
イ
ス
イ
健
康
教
室
や
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
貯
筋
教
室
な

ど
、
筋
力
の
維
持
・
向
上
を
目
指

し
た
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
高
齢

者
の
方
の
健
康
増
進
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
関
係
団
体
と
協
力

し
、
健
康
増
進
や
介
護
予
防
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

体
育
施
設
の
無
料
開
放
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
村
の
体
育
協
会
や
、

文
化
団
体
連
絡
協
議
会
へ
の
加
盟

団
体
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
補
助
金

交
付
団
体
は
使
用
料
を
免
除
し
て

お
り
、
無
料
開
放
日
を
設
定
す
る

こ
と
は
現
在
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

冬
期
間
の
高
齢
者
の
健

康
増
進
対
策
及
び
北
山

地
区
体
育
施
設
の
再
整

備
・
拡
充
に
つ
い
て

〜
行
政
の
施
策
を
質
す
〜

問
　

冬
期
間
に
お
け
る
高
齢
者
の

健
康
増
進
及
び
維
持
を
目
的
と

し
た
村
の
施
策
は
何
か
。
ま
た
、

冬
期
間
の
運
動
不
足
解
消
や
健

康
維
持
対
策
と
し
て
、
既
存
体

育
施
設
の
無
料
開
放
日
を
設
定

し
、
個
人
で
も
利
用
で
き
る
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
健
康
保
険

給
付
金
削
減
に
も
繋
が
り
、
当

村
に
お
い
て
急
務
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

問国
で
も
健
康
寿
命
の
重
要
性

を
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
確
か
に

当
村
で
も
そ
う
し
た
施
策
が
行

わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
回
数
的
に

は
決
し
て
多
く
は
な
い
。

体
力
回
復
や
リ
ハ
ビ
リ
と
い
っ

た
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
高
齢

者
の
方
々
へ
、
冬
期
間
の
体
育
施

設
の
無
料
開
放
と
い
っ
た
福
祉
施

策
も
必
要
と
思
う
が
村
の
考
え

は
い
か
が
か
。

答
（
住
民
課
長
）

体
育
施
設
の
利
用
は
、
個
人
で

の
利
用
は
有
料
に
な
り
ま
す
が
、

身
近
な
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
団
体
へ

加
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
無
料
と

な
り
、
か
つ
村
内
の
方
で
あ
れ
ば
、

半
年
先
ま
で
受
付
る
な
ど
の
便
宜

を
図
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、

そ
う
し
た
団
体
等
を
利
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問そ
う
い
っ
た
行
政
的
な
考
え

方
で
は
な
く
、
せ
っ
か
く
月
に

１
回
高
齢
者
の
方
々
の
健
康
増

進
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
も
う
少
し
柔
軟
な
考
え
方

が
、
更
な
る
健
康
増
進
に
繋
が

る
と
思
う
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
、
村
長
の
「
安

心
安
全
、
夢
の
持
て
る
施
策
」

に
は
繋
が
ら
な
い
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

答
（
村
長
）

只
今
の
件
は
、
安
全
面
も
考
慮

し
、
管
理
運
営
上
、
す
ぐ
に
や
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
今
空
い
て
い
る
施
設
を
い

か
に
冬
期
間
開
放
し
て
い
け
る
の

か
を
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

答
（
教
育
長
）

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
生
涯

学
習
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

い
っ
た
面
で
共
通
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

健
康
な
村
民
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、
関
係
課
と
連

動
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問体
育
施
設
の
無
料
開
放
に
関

し
て
、
村
民
の
方
々
を
一
か
所

に
集
約
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り

村
民
同
士
の
一
体
感
や
交
流
が

生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

村
は
住
民
目
線
に
立
っ
て
柔
軟

な
考
え
方
で
早
期
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
（
村
長
）

各
課
連
携
の
も
と
、
ご
指
摘
を

受
け
た
点
に
つ
い
て
、
今
後
も
横

断
的
な
事
業
執
行
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。。

問北
山
地
区
既
存
体
育
施
設

（
体
育
館
、
グ
ラ
ン
ド
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

の
見
直
し
と
共
に
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総

合
施
設
（
仮
称
）
新
設
等
、
村

民
に
よ
り
利
用
、
親
し
め
る
施

設
と
し
て
の
再
整
備
が
必
要
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
（
公
民
館
長
）

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
を
高
め
る
施
設
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
村
民
の
声
や
利

用
団
体
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

本
村
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
観
点

か
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問現
在
、
北
山
地
区
に
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
が
な
い
。
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
に
図
書
館
だ
と
か
、

ジ
ム
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
と
い
っ

た
施
設
を
つ
く
っ
て
、
世
代
を

超
え
て
、
人
が
集
ま
れ
る
施
設

を
つ
く
る
べ
き
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

答
（
公
民
館
長
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
に
つ
い
て
、

ま
ず
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
軸

に
設
置
を
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
順
次
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

遠
藤 

和
夫

▲【写真】ラビスパ裏磐梯でのスイスイ健康教室
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連
携
を
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問杉
並
区
で
の
村
産
品
の
販
売

は
ど
れ
く
ら
い
の
経
済
効
果
が

出
て
い
る
か
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

今
現
在
は
、
５
月
と
９
月
の
年

２
回
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

年
の
気
象
条
件
に
も
左
右
さ
れ
ま

す
が
、
平
均
、
２
日
間
で
50
万
か

ら
60
万
円
の
売
り
上
げ
に
な
っ
て

い
る
と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

問福
島
県
は
、
日
本
で
も
有
数

の
米
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
当
村
で

も
た
く
さ
ん
の
農
家
の
方
が
お

米
を
生
産
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
、
お
米
を
交
流
の

あ
る
東
村
（
沖
縄
県
）
へ
安
く

販
売
す
る
と
い
っ
た
販
路
の
拡

大
は
可
能
な
の
か
。

答
（
農
林
課
長
）

昨
年
、
商
工
会
が
間
に
た
っ
て
、

東
村
（
沖
縄
県
）
と
物
産
交
流
を

始
め
、
そ
の
中
で
、
東
村
の
方
に

当
村
の
お
米
が
好
評
で
し
た
。

し
か
し
、
コ
ス
ト
的
に
合
わ
な

い
の
が
現
状
で
す
。

現
在
は
両
商
工
会
同
士
で
進
め

て
お
り
ま
す
の
で
、
村
で
は
、
そ

う
し
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

若
林 

幸
子

村
の
特
産
品
に
つ
い
て

〜
今
後
の
方
針
を
追
及
〜

問（
１
）
特
産
品
の
ア
イ
デ
ィ
ア
、

工
夫
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
、
現
状
に
つ
い

て
伺
う
。

（
２
）
こ
れ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

商
品
開
発
を
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

答
（
農
林
課
長
）

東
京
農
業
大
学
と
の
繋
が
り
が

出
来
た
こ
と
か
ら
、
農
産
物
加

工
技
術
か
ら
販
売
分
野
ま
で
精
通

し
て
い
る
、
東
京
農
業
大
学
の
食

品
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

商
品
の
試
作
や
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。

平
成
28
年
度
に
は
、
村
民
の

方
々
に
試
食
し
て
い
た
だ
く
機
会

な
ど
を
設
け
、
商
品
化
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
農
業
大
学
と
の
連
携
協
定

内
容
の
一
つ
に
地
域
資
源
を
利
活

用
し
た
６
次
産
業
化
、
農
産
物
の

商
品
開
発
と
販
路
拡
大
の
た
め
の

「
子
供
議
会
」
に
つ
い
て

〜
村
の
考
え
を
問
う
〜

問
　

子
供
達
に
、
子
供
議
会
を
開

催
す
る
こ
と
は
、
村
に
関
心
を

持
つ
た
め
大
事
と
思
っ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

答
（
教
育
課
長
）

議
会
に
触
れ
る
こ
と
は
、
小
中

学
生
が
本
村
の
施
策
や
郷
土
に
深

く
感
心
を
持
た
せ
る
取
り
組
み
と

し
て
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、
今

後
と
も
学
校
側
と
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

つ
い
て

〜
今
後
の
目
標
を
確
認
〜

問
　

活
動
の
成
果
は
、
急
に
ま
だ

あ
ら
わ
れ
な
い
と
思
う
が
、
こ

れ
か
ら
村
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
事
を
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
求
め
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

地
方
創
生
の
関
連
、
情
報
の

発
信
、
さ
ら
に
は
空
き
家
の
管
理
、

活
用
、
移
住
定
住
に
関
す
る
相
談
、

農
業
振
興
な
ど
、
村
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
に
協
力
隊
の
方
々
の
持
つ

経
験
や
技
術
を
お
借
り
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問総
務
省
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
対
す
る
村
へ
の
財
政

支
援
は
、
１
人
当
た
り
年
間

４
０
０
万
円
交
付
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
内
訳
を
伺
う
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

総
務
省
か
ら
特
別
交
付
税
と
い

う
形
で
村
へ
入
っ
て
き
ま
す
が
、
報

酬
・
賃
金
部
分
に
つ
い
て
限
度
額

２
０
０
万
円
、
そ
し
て
、
年
間
の

活
動
費
に
つ
い
て
２
０
０
万
円
が

限
度
額
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

に
４
０
０
万
円
を
限
度
額
と
し
て

支
援
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。問現

在
、
当
村
に
は
２
名
の
方

が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、

村
と
し
て
、
さ
ら
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
増
や
す
予
定
は
あ

る
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

当
村
に
お
い
て
、
移
住
定
住
の

相
談
の
窓
口
や
農
業
振
興
は
、
早

急
に
対
応
す
べ
き
課
題
で
あ
り
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
協
力
を
い

た
だ
き
た
い
と
準
備
を
進
め
て
お

り
、
今
い
る
隊
員
に
加
え
て
、
新

た
な
分
野
で
も
、
さ
ら
に
増
や
し

た
い
計
画
で
す
。

用
語
解
説

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
地

方
に
お
い
て
、
地
域
外
よ
り
人

材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
住

民
の
生
活
支
援
な
ど
、
地
域
協

力
活
動
を
行
い
、
地
域
力
の
維

持
・
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▲【写真】東村との物産交流風景
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一
般
質
問
❺

り
ま
す
。

東
京
農
業
大
学
な
ど
に
お
い
て

も
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
的
な
役

割
も
検
討
し
、
そ
の
他
に
も
交
流

自
治
体
や
県
な
ど
と
意
見
交
換
を

行
い
な
が
ら
、
販
路
拡
大
に
向
け

た
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問地
元
企
業
、
起
業
者
に
対
し
て

元
気
の
出
る
支
援
策
や
仕
組
み
作

り
が
必
要
と
思
う
が
伺
う
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

村
で
は
工
場
立
地
促
進
条
例
に

よ
り
、
地
元
企
業
が
移
設
、
増
設

す
る
場
合
や
、
新
た
に
企
業
を
設

立
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
用
地
取

得
費
の
一
部
助
成
や
環
境
整
備
に

つ
い
て
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

活
動
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

人
材
育
成
に
つ
い
て

〜
現
在
の
取
り
組
み
を
問
う
〜

問奨
学
金
返
還
の
見
直
し
に
つ
い

て
伺
う
。

答
（
教
育
課
長
）

当
村
の
奨
学
金
制
度
は
、
平
成

７
年
度
に
制
度
化
し
、
平
成
８
年

北
塩
原
村
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
に
つ
い
て

〜
村
の
対
策
を
問
う
〜

問農
業
の
こ
れ
か
ら
の
農
産
物
、

加
工
品
の
販
売
す
る
販
路
の
仕
組

み
作
り
が
必
要
と
思
う
が
伺
う
。

答
（
農
林
課
長
）

地
元
の
大
手
ス
ー
パ
ー
と
の
取

引
、
契
約
栽
培
な
ど
が
主
で
あ
り

ま
し
た
が
、
新
た
な
対
策
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
内
観
光
施
設
に
お
け
る
消
費

が
十
分
で
は
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
の
で
、
個
人
事
業
者
や
一
般
村

民
、
観
光
客
に
も
手
軽
に
買
い
求

め
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
備
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
東
京
農
業
大
学
と

協
定
を
締
結
す
る
こ
と
で
、
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
や
厚
木
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
お
い
て
も
、
特
産
品
の
販

売
や
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
可
能
と
な

度
か
ら
本
年
度
ま
で
に
、
高
校
、

専
門
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
に

進
学
さ
れ
た
72
名
の
方
が
利
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

奨
学
金
返
還
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
、
平
成
26
年
度
か
ら
一
部

奨
学
金
の
増
額
や
返
済
期
間
の
延

長
を
図
る
な
ど
、
利
用
し
や
す
い

制
度
と
し
て
見
直
し
を
し
て
き
ま

し
た
。

問人
材
育
成
に
お
い
て
、
Ｕ

タ
ー
ン
等
で
村
に
戻
っ
て
き

て
、
村
に
貢
献
し
て
い
る
場
合

は
奨
学
金
を
免
除
す
る
と
い
っ

た
大
幅
な
緩
和
や
、
関
係
機
関

と
の
交
流
を
す
る
こ
と
で
、
村

へ
の
新
た
な
人
の
流
れ
に
繋
が

り
、
地
域
の
活
性
化
や
交
流
の

促
進
に
繋
が
る
と
思
う
が
、
そ

う
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
を
村

は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
教
育
課
長
）

人
材
育
成
に
お
け
る
、
奨
学
金

の
大
幅
な
緩
和
と
い
っ
た
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で

は
奨
学
金
の
免
除
を
行
う
場
合
に

様
々
な
課
題
が
あ
り
、
す
ぐ
に
は

困
難
で
す
が
、
ま
ず
は
、
他
の
市

町
村
で
ど
う
い
っ
た
制
度
を
構
築

し
て
い
る
の
か
な
ど
を
踏
ま
え
、

調
査
研
究
し
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問大
学
生
等
の
受
入
体
制
の
整

備
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

大
学
生
等
の
受
入
体
制
に
つ
い

て
、
村
で
は
、「
北
塩
原
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
の
基

本
目
標
の
一
つ
と
し
、
村
へ
の
新

し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｊ
タ
ー

ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
に
も
繋
が
る
重
要

な
こ
と
な
の
で
、
き
ち
ん
と
し
た

整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
生
の

受
入
状
況
と
し
て
は
、
東
京
農
業

大
学
の
学
生
や
タ
イ
国
の
タ
マ

サ
ー
ト
大
学
か
ら
の
農
業
実
習
生

の
受
入
、
立
教
大
学
、
文
教
大
学

の
学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

協
力
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

用
語
解
説

Ｕ
タ
ー
ン

　

Ｕ
タ
ー
ン
と
は
、
生
ま
れ

育
っ
た
場
所
か
ら
進
学
や
就
職

を
期
に
都
会
へ
移
住
し
、
そ
の

後
、
再
び
生
ま
れ
育
っ
た
場
所

へ
移
住
す
る
こ
と
。

Ｊ
タ
ー
ン

　

Ｊ
タ
ー
ン
と
は
、
生
ま
れ

育
っ
た
場
所
か
ら
進
学
や
就
職

を
期
に
都
会
へ
移
住
し
、
そ
の

後
、
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
に
近

い
地
方
都
市
に
移
住
す
る
こ
と
。

Ｉ
タ
ー
ン

　

Ｉ
タ
ー
ン
と
は
生
ま
れ
育
っ

た
場
所
か
ら
、
進
学
や
就
職
を

期
に
そ
の
場
所
と
は
、
別
の
地

域
に
移
住
す
る
こ
と
。

五
十
嵐 

力
雄

▲【写真】東京農業大学の学生受入風景
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お 知 ら せ
次回定例会は 6月上旬頃 開会予定です。

　議会傍聴、議会だよりのお問い合わせは
議会事務局まで。

『
編
集
後
記
』

　

村
民
の
皆
さ
ま
、
心
が
和

む
桜
の
季
節
と
な
り
ま
し
た

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　

議
会
は
、
皆
様
の
声
を
村

政
に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
機

関
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
話

し
合
わ
れ
た
か
結
果
を
伝
え

る
の
が
「
議
会
だ
よ
り
」
で
す
。

　

議
会
も
新
体
制
と
な
り
、

早
一
年
と
な
り
ま
す
が
、
今

後
も
委
員
一
同
、
皆
様
に
よ

り
親
し
ま
れ
る
「
議
会
だ
よ

り
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
村
民
の
皆
様
の
「
議

会
だ
よ
り
」
に
対
す
る
率
直

な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
　

委
員
一
同

議
会
運
営
委
員
会
が
所
管
事
務
調
査
を
実
施【写真】熱心に意見を交換する委員

〈
今
月
の
表
紙
〉

４
月
８
日
（
金
）
に
さ
く
ら

幼
稚
園
、
裏
磐
梯
幼
稚
園
に
て

入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
く
ら
幼
稚
園
で
は
９
名
、

裏
磐
梯
幼
稚
園
で
は
３
名
の
園

児
等
が
新
た
に
、
こ
の
春
か
ら

入
園
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。園

児
等
は
緊
張
し
な
が
ら

も
、
元
気
に
返
事
を
し
、
子
ど

も
の
成
長
に
保
護
者
は
終
始
感

動
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

２
月
４
日
か
ら
５
日
に
か
け
、

議
会
運
営
委
員
会
に
よ
る
所
管

事
務
調
査
を
宮
城
県
松
島
町
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

同
町
は
、
宮
城
県
で
初
と
な

る
議
会
基
本
条
例
を
制
定
す
る

な
ど
議
会
活
動
に
熱
心
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
時
の
被
災
地
で
も
あ
る

同
町
は
、
今
な
お
残
る
震
災
の

爪
痕
か
ら
、
新
た
な
復
興
を
目

指
し
、
様
々
な
政
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
議
会
基
本
条

例
の
制
定
に
伴
う
委
員
会
や
議

員
の
責
任
に
つ
い
て
な
ど
、
詳

細
な
説
明
を
伺
い
、
多
く
の
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
被
害
や
経
過
を
教
訓
と
し

た
『
復
興
・
創
造
・
そ
し
て
貢

献
〜
東
北
・
松
島
の
美
し
さ
と

安
全
を
継
承
し
発
信
す
る
復
興

の
ま
ち
づ
く
り
〜
』
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
震
災
復
興
計
画
や
津

波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
基
に

し
た
、『
安
全
・
安
心
な
観
光

ま
ち
づ
く
り
』、『
防
災
と
景
観

を
両
立
す
る
ま
ち
づ
く
り
』
と

い
っ
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策

定
し
て
お
り
、
当
村
に
お
い
て

も
防
災
と
景
観
づ
く
り
の
両
立

と
い
っ
た
観
点
で
は
、
学
ぶ
べ

き
こ
と
が
多
く
あ
り
、
実
り
あ

る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
と
は
、
地
方
議

会
に
関
す
る
基
本
的
運
営
事
項
に
つ

い
て
定
め
た
条
例
を
い
い
ま
す
。

　

首
長
等
が
条
例
案
を
説
明
し
、
議

員
が
質
問
す
る
だ
け
と
い
う
地
方
議

会
の
在
り
方
を
見
直
す
と
も
に
、
討

論
の
活
発
化
や
、
住
民
に
開
か
れ
た

議
会
活
動
、
執
行
部
と
の
政
策
論

議
な
ど
の
手
段
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。 議

会
基
本
条
例
と
は
…

編
集
委
員

ＴＥＬ：（２３）３２６３
ＦＡＸ：（２５）７３５８

村
と
東
京
農
業
大
学
が

包
括
連
携
協
定
を
締
結

〜
村
の
発
展
に
願
い
を
込
め
て
〜

　

東
京
農
業
大
学
と
の
包
括
連

携
協
定
締
結
式
が
、
３
月
22
日

（
火
）
に
同
大
学
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
今
後
、
左
記
の
事

項
に
お
い
て
同
大
学
と
の
連
携
・

協
力
が
な
さ
れ
ま
す
。

○
地
域
産
業
資
源
を
利
活
用
し

　

た
６
次
産
業
化
と
人
材
育
成

　
に
関
す
る
事
項

○
環
境
保
全
・
地
域
づ
く
り
に

　

関
す
る
事
項

○
教
育
・
文
化
振
興
に
関
す
る

　

事
項

○
農
林
水
産
業
振
興
に
関
す
る

　

事
項　

な
ど

▲【写真】締結式の関係者一同


